
  

社会学から読み解く 

のはなし 

 

令和 7年度 

男女共同参画 

基礎講座 

10/19 

 

社会を取り巻く状況や価値観の多様化によって、家族のかたち、在りかたは、どのように変わってきてい

るのでしょうか。「家族社会学」という視点から、“家族のいまとこれから”について学んでみませんか。 

 

【講師紹介】 
立命館大学産業社会学部教授。専門は家族社会

学、計量社会学、女性労働研究。一橋大学社会学

部、同大学院社会学研究科博士課程後期課程満期

退学、博士（社会学）。著書に『結婚と家族のこ

れから』（光文社新書、2016 年）、『未婚と少子

化』（PHP新書）など。内閣府第四次少子化社会

対策大綱検討委員会・委員、京都市男女共同参画

審議会・委員長。 

 

１３：30～15：30 

（日） 

場所 宇治市男女共同参画支援センター

4 階 会議室 1 

定員 50 人（先着順） 

保育 0 歳 6 カ月～小学 3 年生 

※要申込（申込多数の場合抽選） 

締切 10 月 1２日（日）必着 

講師  

筒井 淳也さん 

   （立命館大学産業社会学部教授） 

主催 宇治市男女共同参画支援センター 

恋愛・結婚 

家事 

ケア労働 

平等な夫婦 

仕事と家庭 

家族のみらい

おい 

どうなる？ 


